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四

年

三

月

二

十

九

日

参
議
院
東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
委
員
会

福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法
案
に
対
す
る
附
帯
決
議

政
府
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
り
、
次
の
事
項
の
実
現
に
万
全
を
期
す
べ
き
で
あ
る
。

一

福
島
の
復
興
及
び
再
生
に
関
す
る
各
種
計
画
の
策
定
に
際
し
て
は
、
福
島
県
が
中
心
と
な
っ
て
策
定
す
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
細
や

か
な
施
策
を
進
め
る
観
点
か
ら
、
市
町
村
及
び
被
災
者
等
の
意
見
も
十
分
に
反
映
す
る
こ
と
。

二

原
子
力
発
電
所
事
故
に
よ
る
災
害
と
い
う
特
殊
な
事
情
に
鑑
み
、
福
島
県
と
と
も
に
、
県
内
外
へ
の
避
難
者
が
将
来
の
展
望
を
描
け
る
よ
う
復
興
及
び
再
生

の
具
体
的
な
道
筋
を
明
確
に
す
る
よ
う
、
政
府
一
体
と
し
て
総
合
的
な
検
討
を
進
め
る
こ
と
。

三

復
興
及
び
再
生
を
、
迅
速
か
つ
着
実
に
進
め
る
た
め
、
長
期
に
わ
た
る
十
分
な
財
源
を
確
保
す
る
こ
と
。

四

人
命
救
助
、
産
業
再
生
、
通
勤
通
学
等
の
様
々
な
観
点
か
ら
、
必
要
な
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
早
期
復
旧
に
向
け
、
国
に
よ
る
代
行
等
を
含
め
た
必
要
な
措
置
を

市
町
村
の
意
見
を
反
映
し
つ
つ
積
極
的
に
講
じ
る
こ
と
。

五

農
林
漁
業
者
が
、
今
後
も
福
島
県
に
お
い
て
生
産
活
動
で
き
る
よ
う
、
各
種
計
画
の
策
定
に
お
い
て
、
格
別
な
配
慮
を
す
る
こ
と
。

六

産
業
活
性
化
の
た
め
工
場
等
の
産
業
集
積
を
行
う
際
、
円
滑
に
事
業
展
開
が
行
え
る
よ
う
、
区
域
指
定
等
に
つ
い
て
、
特
段
の
配
慮
を
す
る
こ
と
。



七

あ
ら
ゆ
る
産
業
の
再
生
及
び
新
た
な
産
業
の
創
出
等
を
通
じ
た
雇
用
の
拡
大
及
び
そ
の
円
滑
な
紹
介
等
に
全
力
で
取
り
組
む
こ
と
。

八

健
康
被
害
に
対
す
る
不
安
を
払
拭
し
、
健
康
被
害
の
未
然
防
止
、
早
期
発
見
及
び
治
療
の
た
め
、
健
康
管
理
調
査
の
着
実
な
実
施
等
、
国
は
万
全
な
措
置
を

講
じ
る
と
と
も
に
、
適
切
な
医
療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
の
た
め
に
、
医
師
、
看
護
師
、
介
護
士
等
の
専
門
従
事
者
の
確
保
に
取
り
組
む
こ
と
。

九

除
染
等
の
措
置
等
の
実
施
に
当
た
り
、
必
要
な
資
機
材
を
福
島
で
調
達
す
る
よ
う
配
慮
す
る
と
と
も
に
、
除
染
従
事
者
の
放
射
線
管
理
を
徹
底
し
、
そ
の
雇

用
に
際
し
て
は
、
処
遇
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
確
認
す
る
こ
と
。

十

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
の
一
日
も
早
い
非
常
事
態
宣
言
の
終
結
に
全
力
で
努
め
る
と
と
も
に
、
作
業
従
事
者
の
放
射
線
管
理
・
緊
急
被
ば

く
医
療
の
強
化
等
安
全
対
策
及
び
処
遇
内
容
の
充
実
に
努
め
る
こ
と
。

十
一

子
ど
も
が
子
ど
も
ら
し
く
育
ち
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
の
回
復
又
は
そ
の
代
替
的
提
供
の
た
め
に
必
要
な
施
策
を
進
め
る
こ
と
。

十
二

他
の
地
域
と
の
教
育
格
差
を
防
止
す
る
観
点
か
ら
、
教
育
環
境
の
改
善
に
配
慮
す
る
こ
と
。

十
三

原
子
力
災
害
に
起
因
す
る
差
別
を
な
く
す
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

十
四

原
子
力
災
害
に
よ
り
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
住
民
の
う
ち
、
被
災
前
に
同
居
し
て
い
た
家
族
が
複
数
の
地
域
に
分
か
れ
て
避
難
し
て
い
る
者
に
対

し
、
格
別
の
支
援
を
講
ず
る
こ
と
。

十
五

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
利
用
の
支
援
及
び
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
及
び
導
入
の
た
め
に
必
要
な
措
置
並
び
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
源
の
多
様

化
の
た
め
に
必
要
な
措
置
に
つ
い
て
全
力
で
取
り
組
む
こ
と
。

十
六

風
評
被
害
の
回
復
に
万
全
を
期
す
こ
と
。

十
七

除
染
等
の
措
置
等
の
実
施
に
伴
い
生
じ
た
土
壌
等
に
係
る
中
間
貯
蔵
施
設
及
び
最
終
処
分
場
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
福
島
県
及
び
県
内
の
市
町
村
と
誠
実

な
協
議
を
行
う
こ
と
。



十
八

産
業
復
興
再
生
計
画
の
認
定
申
請
に
当
た
り
、
産
業
復
興
再
生
事
業
及
び
こ
れ
に
関
連
す
る
事
業
に
係
る
条
例
の
制
定
に
関
連
す
る
法
令
の
規
定
の
解
釈

を
求
め
ら
れ
た
場
合
は
、
速
や
か
に
当
該
法
令
の
規
定
の
解
釈
に
係
る
資
料
の
交
付
を
行
い
、
回
答
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
福
島
の
復
興
及
び
再
生
の
推
進

の
趣
旨
及
び
目
的
並
び
に
福
島
の
地
方
公
共
団
体
の
自
主
性
及
び
自
立
性
に
十
分
配
慮
す
る
こ
と
。
新
た
な
規
制
の
特
例
措
置
等
に
関
す
る
提
案
に
産
業
復
興

再
生
事
業
及
び
こ
れ
に
関
連
す
る
事
業
に
係
る
条
例
に
関
す
る
事
項
が
含
ま
れ
る
場
合
も
、
同
様
と
す
る
こ
と
。

十
九

新
た
な
規
制
の
特
例
措
置
に
関
す
る
提
案
が
さ
れ
た
場
合
に
、
新
た
な
措
置
を
講
ず
る
必
要
が
な
い
と
認
め
る
と
き
に
行
う
通
知
に
お
い
て
は
、
そ
の
根

拠
を
で
き
る
だ
け
詳
細
に
記
載
し
た
資
料
を
添
付
す
る
も
の
と
し
、
か
つ
、
そ
の
旨
及
び
そ
の
理
由
を
国
会
に
報
告
す
る
際
は
、
当
該
資
料
を
国
会
に
提
出
す

る
と
と
も
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公
表
す
る
こ
と
。

二
十

本
法
第
一
条
の
目
的
及
び
本
法
第
五
章
に
規
定
す
る
規
制
の
特
例
措
置
の
趣
旨
に
鑑
み
、
本
法
に
規
定
さ
れ
て
い
な
い
も
の
で
あ
っ
て
も
、
特
例
措
置
を

講
じ
る
こ
と
に
よ
り
事
務
手
続
が
簡
素
化
さ
れ
、
福
島
の
地
方
公
共
団
体
に
と
っ
て
有
益
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
速
や
か
に
法
的
措
置
を

講
ず
る
こ
と
。

二
十
一

福
島
復
興
再
生
基
本
方
針
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
十
八
か
ら
二
十
ま
で
の
項
目
を
具
体
的
に
盛
り
込
む
こ
と
。

二
十
二

福
島
の
地
方
公
共
団
体
に
対
し
、
本
法
に
盛
り
込
ま
れ
た
制
度
の
趣
旨
や
内
容
の
周
知
を
図
る
こ
と
等
を
は
じ
め
と
し
て
復
興
庁
が
極
力
福
島
の
地
方

公
共
団
体
の
立
場
に
立
っ
た
対
応
に
努
め
る
等
に
よ
り
、
本
法
に
盛
り
込
ま
れ
た
制
度
が
活
用
さ
れ
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

右
決
議
す
る
。


